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昨
今
、
社
会
の
急
速
な
変
容
の

中
で
地
域
住
民
の
価
値
観
の
複

雑
化
、
多
様
化
と
と
も
に
地
域
社
会
の

在
り
方
も
大
き
く
変
化
し
、
福
祉
、
育

児
、
介
護
、
貧
困
、
孤
独
死
、
引
き
こ

も
り
、
自
殺
、
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
、
障
が
い

者
へ
の
支
援
、
ま
た
自
然
環
境
の
変
化

に
伴
い
自
然
災
害
も
多
発
し
て
い
る
。　
　

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
一
層
大

き
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
負
担
感
も
増

し
、
な
り
手
不
足
の
要
因
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
い
て
は
、
以
下

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
手
不

足
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
本
町
に
お
け
る

取
組
は
。

(2)
民
生
委
員
協
力
員
制
度
の
活
用
は
。

(1)
民
生
委
員
の
候
補
者
の
選

定
で
は
、
退
任
さ
れ
る
民
生
委
員
に
適

任
者
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
見
つ
か
ら

な
い
場
合
に
は
、
そ
の
地
区
の
状
況
を

一
番
把
握
し
て
い
る
公
区
長
に
相
談
す

る
と
と
も
に
、
他
の
地
区
の
民
生
委
員

や
福
祉
団
体
か
ら
の
情
報
を
集
め
な
が

ら
候
補
者
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
候

補
者
に
対
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
必
要
性
や
職
務
、
活
動
内
容
な
ど
を

説
明
し
、
承
諾
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

日
々
の
活
動
に
お
い
て
、
相
談
業
務
の

全
て
を
背
負
い
込
ま
な
い
こ
と
、
相
談

内
容
を
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
基

本
と
し
、
困
っ
た
場
合
に
は
、
福
祉
課

に
連
絡
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
に
よ
り
民

生
委
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
、

今
後
も
民
生
委
員
が
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

(2)
民
生
委
員
協
力
員
制
度
は
、
民
生
委

員
が
一
人
で
活
動
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
や
民
生
委
員
の
担
い
手
を
育
成
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
自
治
体

の
長
が
委
嘱
し
、
民
生
委
員
の
指
示
・

指
導
の
も
と
民
生
委
員
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
町
村
独
自
の
制
度
で
あ
る
。
北
海

道
内
で
は
創
設
し
て
い
る
自
治
体
を
確

認
で
き
て
い
な
い
が
、
全
国
で
は
人
口

の
多
い
都
市
部
に
お
い
て
創
設
さ
れ
て

い
る
。
民
生
委
員
が
住
民
の
最
も
身
近

な
と
こ
ろ
で
活
動
す
る
地
域
福
祉
の
中

心
的
な
担
い
手
と
し
て
、
そ
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
仕
組
み

づ
く
り
に
向
け
、
本
制
度
の
研
究
を
進

め
た
い
。行

政
の
ニ
ー
ズ
が
複
雑
、
多
様

化
し
そ
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
も

速
く
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
職
員

個
々
の
能
力
や
実
績
等
を
把
握
し
適
材

適
所
の
人
事
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

全
職
員
が
対
象
と
な
る
人
事
評
価
制
度

が
始
ま
り
、
以
下
の
点
を
伺
う
。

(1)
人
事
評
価
が
職
員
配
置
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
。

(2)
部
署
に
精
通
し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
育
成
す
る
考
え
は
。

(1)
人
事
評
価
は
、
評
価
す
る

側
、
さ
れ
る
側
が
制
度
の
内
容
を
十
分

に
理
解
し
、
公
平
、
公
正
な
評
価
の
下
、

広
く
人
事
管
理
に
生
か
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
職
員
配
置
は
、
評
価
者
が
日

頃
の
被
評
価
者
の
職
務
状
況
を
把
握

し
、
人
事
評
価
を
参
考
に
人
事
担
当
部

局
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
な
ど
の
方
法
に

よ
り
人
事
を
実
施
し
て
き
た
。
昨
年
度
、

人
事
評
価
方
法
を
全
面
的
に
見
直
し
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
人
事
評
価
を
職
員

配
置
等
人
事
管
理
に
最
大
限
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

(2)
人
事
異
動
の
サ
イ
ク
ル
は
３
年
か
ら

５
年
を
基
本
と
し
、
幅
広
い
視
野
を
身

に
付
け
る
た
め
で
き
る
だ
け
未
経
験
の

分
野
に
配
置
し
、
潜
在
能
力
を
引
き
出

す
こ
と
に
よ
り
組
織
力
が
最
大
限
発
揮

さ
れ
る
よ
う
適
材
適
所
の
配
置
に
努
め

て
い
る
。

　

資
格
等
が
必
要
な
業
務
は
、
そ
の
資

格
を
有
す
る
専
門
職
を
配
置
し
て
い

る
。
制
度
の
複
雑
さ
や
一
定
程
度
町
民

と
の
密
接
な
関
係
を
必
要
と
す
る
な
ど

専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
業
務
は
、
通
常

よ
り
長
い
ス
パ
ン
で
人
事
を
行
っ
て
い

る
。
更
に
高
度
な
知
識
や
経
験
を
要
す

る
業
務
は
、
業
務
そ
の
も
の
を
外
部
に

委
託
し
て
い
る
。
現
状
の
人
事
異
動
を

維
持
し
つ
つ
、
今
後
の
行
政
需
要
を
見

極
め
な
が
ら
、
業
務
内
容
に
則
し
た
人

事
行
政
を
行
い
た
い
。

答問
今
後
も
民
生
委
員
が
活
動
し
や
す
い
環
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く

り
に
努
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る

民
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委
員

・
児
童
委
員
の
負
担
軽
減
対
策
を

答問

人
事
評
価
を
職
員
配
置
等
に
最

大
限
活
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し
た
い

町
職
員
の
適
正
配
置
の
考
え
は

問
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